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はじめに
本記事は、2017年9月24日〜 25日に関西学院千
刈キャンプで行われた「2017年度大学間里山交流
会」の実施状況について報告するものである。な
お、今回の大学間里山交流会の実施に当たって
は、2017年度総合政策学部共同研究費補助金（申
請者：佐山浩、今井一郎、客野尚志）を使わせて
いただいた。関係者の皆様に深く感謝申し上げる
次第である。
1．	大学間里山交流会とは？
高桑（2014）によれば、大学間里山交流会（以下
「交流会」という。）は『2003年10月に京都女子大学
で開催された「里山を活用した環境教育の取り組
み」シンポをきっかけとして、京都女子大学が中
心となり九州大学、金沢大学、龍谷大学の4大学
間で誕生』2したもので、2004年から徐々に参加校
を増やしつつ、ほぼ毎年開催されている。今回は
12回目である。
2．	関西学院千刈キャンプ開催に至る経緯
前回（第11回）は2016年3月に富士癒しの森研究
所（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習
林）で開催された。私は、この開催の情報を教え
ていただいた益田博さん（主に千刈キャンプ勤務）
と一緒に参加した。終了後、家路へ向かうためバ
スを待っていると交流会誕生に尽力された高桑進
先生が私の方に近づいて来て「次回、関学でやっ
てもらえないか？」との提案があった。前の晩か
ら、なんとなく予感はしていたが「やるからには
然るべき予算を確保し、受け入れる体制を整えて
からにいたしたい」ということを伝え、2017年度
の開催でご理解いただいた。
3．	千刈キャンプ受け入れに当たって
準備期間は1年半あったが、具体的に準備を始
めたのは2017年の4月くらいからである。当初は
東大と同様に3月開催を考えたが、ご存知のとお
り、千刈は寒い。雪が降るとも限らない。このた
め、秋学期開始直前又は直後に開催することとし
た。もちろん、時期としては、台風等の直撃もあ
り得たわけだが、幸いなことに今回は天気にも恵
まれた。
もう一つ懸念材料があった。千刈キャンプは禁
酒である。果たして、飲酒なしで交流会が盛り上
がるのか？　酒が好きな方の私としては、こっそ
りと飲酒しようかとも考えた。ただ、益田博さん
はじめ、皆さんに迷惑をかけることになっても主
催者としては問題がある。従って、全国の大学に
参加の呼びかけを行うに当たり「千刈キャンプが
禁酒であること」をお知らせし、理解を求めた。
結論としては「別に酒を飲まなくても盛り上がる
交流会というのは出来るものだなあ」というのが
率直な感想である。
1 関西学院大学総合政策学部総合政策学科
2 高桑進(2014)：大学間里山交流会の歩み：第10回里山交流会報告書：龍谷大学里山学研究センター，5
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図1.	2017年度大学間里山交流会スケジュール（その1）
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図1.	2017年度大学間里山交流会スケジュール（その2）
69
H. Sayama,   12th Intercollege “SATOYAMA” Meeting in Fiscal 2017
表1.	参加者・学生サポーターと発表タイトル
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4．	今回の呼びかけ範囲
高桑先生と共に交流会を支えてきた一人が龍谷
大学の谷垣岳人先生である。今回、先生が持って
いた名簿をベースに20大学（宇都宮大学、東京大
学、昭和大学、金沢大学、長野大学、中部大学、
富士常葉大学、金城学院大学、日本福祉大学、滋
賀県立大学、京都大学、京都女子大学、京都学園
大学、近畿大学、龍谷大学、神戸女学院大学、兵
庫県立大学、福岡工業大学、九州大学、筑紫女学
院大学）を対象に34名の方にEメールにて参加を
呼びかけた。なお、その後、2017年４月に里地里
山環境管理学コース3が開設された鳥取大学にも
声をかけた。
5．	開催日時等の概略
日時等は次のとおりである（スケジュールは図1
参照）。
①日時： 2017年9月24日（日）13:00〜  
 2017年9月25日（月）10:30
②場所： 関西学院千刈キャンプ
6．	概要
今回、9大学（主催者を含む）及び2団体から20名
の参加があった（表1参照）。なお、当方が担当し
ている「里山実習」4の今年度受講生である総合政
策学部3回生の上田奉正君、和田怜也君に会場設
営など、協力してもらった。
第1部は講演・発表の部とした。まずは主催者
側である。トップバッターとして益田博さんに「関
西学院千刈キャンプの概要」と題し、説明していた
だいた。次に総合政策学部を代表して当方が担当
している里山実習について発表した。以後、途中
のコーヒーブレイクを挟み、11本の発表が続いた。
そのうち、大学生・大学院生の発表が5本あった。
タイトルからも分かるとおり、内容は非常にバ
ラエティに富んだものだった。学部共同研究の
3 平成29年度鳥取大学農学部の概要を示したパンフレットによれば本コースの内容は次のように記載されている。「里地里山は、自然環境と
ヒトの働きかけ（農林業）との相互作用によって生み出された二次的自然環境であり、貴重な環境資源である。その持続的な保全と利用の
ためには里地里山における適切な人の営み（農山村経営）が維持される必要がある。本コースではこうした観点のもと、里地里山の環境資
源を自然科学的な見地から正しく理解し、その活用法を学ぶとともに、社会科学的な見地から地域振興に結び付けてゆく手法を習得する。
また、地方創生に貢献できる人材の養成を目指して、地方自治体との連携を密にし、地方創生の現場における演習・実習による実践力を
重視した教育を行う。」
4 2014年度から実施。関西学院大学SGU（スーパーグローバル大学）創成事業の一翼を担うハンズオン・ラーニング科目の一つ。「産官民学」
協働型のプログラムである。エスペック株式会社が行ってきた「“命を守る森づくり”推進リーダ養成セミナー」の内容を活かしつつ、兵庫
県阪神北県民局阪神農林振興事務所、兵庫県立人と自然の博物館、兵庫県きのこ研究会など様々な機関や団体等と緊密に連携しながら実
施してきている。今井一郎教授、客野尚志教授のほか、久野武名誉教授、加藤晃規名誉教授にも協力いただいている。理工学部からも大
﨑浩一教授に協力していただいている。
写真1.	第1部で発表する筆者
写真2.	第2部の討論会の様子
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テーマは「里山実習の高度化に関する研究」であ
り、本交流会の開催は時機を得たものとなった。
里山実習のカリキュラムに関しては、2018年度に
向けて、早速、改良を加えているところである。
そして、開始から6年目となる2019年度に向けて
内容を更に高めていくこととしている。
夕食後の第2部では「里山人材育成における大学
の役割」をテーマにした討論会を開催した。第1部
で発表されなかった方々を中心にテーマに沿った
取組について説明していただいた。まずはキック
オフとして鳥取大学から来ていただいた片野洋平
先生から新設された里地里山管理学コースのねら
いなどについて説明していただいた。
第3部は場所を変えて食堂で行った。今回の目
玉企画であるノンアル懇親会である。議論も大い
に盛り上がり、互いの距離感がぐっと縮まった。
「飲んだつもり」になっていただくため、ノンアル
コール飲料を準備しておいたことが功を奏したの
だろう。不思議なもので本当に酔った感じとな
り、気分も開放的になり会話がはずんだような気
がする（まあ、錯覚かも知れないが）。
翌25日は、千刈キャンプの見学会を行った。敷
地内にある農場跡地では里山実習などの機会を通
じて、クヌギを40本近く育てているところであ
り5、現状を見ていただいた。参加者の専門分野
は様々であり、今後の維持管理につきアドバイス
をいただいた。農場跡地までは片道10分ほどか
かるが、各自の専門知識が次から次へと飛び出
し、道中、全く飽きることがなかった。そして、
最後にセンター棟の前で記念撮影をし、次回での
再会を誓いあった（次回は昭和大学（山梨県）、そ
して鳥取大学と続いて開催される方向である）。
7．	今回の交流会を終えて
筆者にとって、千刈キャンプで、このような行
事を行うことは初めての体験だった。準備段階か
ら検討した主な事項は次のとおりである。
① 公共交通機関の状況を踏まえたスケジュール
作成
② ノンアル懇親会の是非
③ キャビン（宿舎）への割振り
終ってみると、最初から益田博さんに相談に
乗っていただいたおかげで、滞りなく終えること
が出来た。何より、千刈キャンプで、一度実施し
5 クヌギ植林地の現況は写真3のとおり。クヌギは筒状のもので囲っている。2017年11月13日に学生の協力を得て高さ70センチのものから
180センチのものに取り換えた。これはシカの食害を防ぐためである。シカは2017年3月に設置した自動カメラに時々、撮影されている（写
真4参照）。シカ以外にも複数種の動物が確認されている。
写真3.	クヌギ植林地の状況
（2017年11月13日撮影）
写真4.	クヌギ植林地付近でササ（？）を食べるシカ
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たことで様々な知見が得られたことは大きい。今
後に生かしていきたい。
なお、今回の報告書は現在（2017年12月時点）、
作成中である。近隣で参加いただけなかった複数
の大学での補足調査を行った上で最終報告書を完
成いたしたい。また、紙面での印刷はせず、PDF
文書として整理・取りまとめて参加者や関係者の
皆様に配付することとしている。
おわりに
総合政策学部の里山実習は前述したとおり、
2018年度で5年間の実施を終えて節目を迎える。
こうした状況を踏まえ、新しい里山実習の「かた
ち」や「方向性」については学部共同研究の最終成
果として改めて報告させていただきたいと考えて
いる。
最後に、本報告の執筆ならびにこれまで里山実
習を支えていただいた皆様に心よりお礼を申し上
げたい。そして、これからも関西学院大学総合政
策学部の里山実習の応援方、宜しくお願いします。
写真5.	センター棟前での記念撮影
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